
 

2020 年 7月 8日 

  原子力エネルギー協議会 

 

「プラント長期停止期間中における保全ガイドライン」の作成にあたり 

参考とした現場経験及び知見とその反映について 

 

 

１．はじめに 

 前回会合（令和 2 年 3 月 6 日）では，「プラント長期停止期間中における保全ガイドライ

ン」（以下「ATENA ガイドライン」という。）は，原子力発電所において実施している技術ベー

スである、長期停止期間中の保全活動で得た経験及び経年劣化事象に関する知見を反映した

ものである旨説明した。本資料では，ATENA ガイドラインの作成にあたり実際に参考としたイ

ンプット情報及び ATENA ガイドラインにおける技術ベースとして備えた添付資料や別添 A へ

の反映方針について説明する。 

 

２．インプット情報の分類 

 ATENA ガイドラインの作成にあたり使用した技術ベースである「現場経験等」「経年劣化事

象に関する知見」を表１に示す。 

 

表１ ATENA ガイドラインの技術ベース作成にあたり使用したインプット情報 一覧 

項目 インプット情報 

現場経験等（不具合情

報） 

国内情報 海外情報 

①：NUCIA1情報 

②：CAP 情報 
③：EPRI レポート（Browns 

Ferry１号機） 

④：長期停止期間中の海外

OE分析情報 

経年劣化事象に関す

る知見 

⑤：経年劣化事象に関する既存知見 

  ※：長期停止期間中に関係する情報 

 

 

３．現場経験等 

（１）国内 OE情報 

 ①：NUCIA 情報 

【情報抽出方法】 

ATENA ガイドラインの作成にあたり，NUCIA に登録されている NUCIA 運用開始（2003 年

度）以降のトラブル等情報（トラブル情報，保全品質情報及びその他情報）を対象に，「長

期停止」をキーワード検索することで情報を抽出の上，長期停止期間中の経年劣化事象に

関係する情報を抽出した。 

                                                   
1 「原子力施設情報公開ライブラリー」のこと。 

本資料は、第 6回公開会合でお示しした
資料の中で赤字変更点としていた箇所を
黒字に変換したものです。 
今後、発刊に向けて、見直しを行ってい
きます。 

別添２ 
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